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　「宣教活動を心から楽しみ十分な益や喜びを得る考え方」　
1． 目的
エホバが最も喜ばれ人生での最高の喜びである宣教活動を充実させ楽しむ考え方を整理する

2． 方針（考え方）
1 宣教は世界中のごく少数の人にしか許されていない、神の代理をし、神との和解を勧める活動
2 宣教でもいつもエホバと会話して、エホバからの知恵をいただくようにする
3 これまでの概念にとらわれず、いろいろな思考やパターンを試し完成形に近づける
4 どのようにしたら会話を楽しめるか、いつも模索する（ユーモア、趣味/経験を聞き話す）
5 冷静さと大胆さという両方の特質を磨き、上手く活用する（決して強制しないが遠慮しない）
6 聖書レッスンの形や数にこだわらず、聖書のテーマに関する有益な会話を楽しむ工夫をする
7 いろいろな仲間と一緒に働き、知恵をいただき、スキルを磨く（仲間に教えようとする態度を避ける）
8 宣教で人々に合うことの物理的な益も考察する（交友拡大、認知症予防、愛や謙遜さを拡大）
9 報告や仲間からの評価を気にして成果を求めず、決して自分の栄光を求めない
10 楽をしようとせず、できるだけ多くの家の人と効率よく合って会話できるように心がける
11 1度ずつの訪問を大切にして会話を楽しみながら最初から優しく人々に教える態度を保つ
12 家の人を愛し思いやり、決して強制せず温かな気持ちから自ら聖書を読み学ぶ意欲を育てる
13 聖書通読と同じように宣教せずにはいられないというレベルにまで喜びを引き上げる
14 何よりも宣教と奉仕の準備を優先して、集会の準備や世俗の仕事に決して妨げられないようにする
15 家の人の反応、不仲の仲間、サタンからの嫌がらせなど、何に対しても恐れを持たない
16 日頃から良く聖書を読み、その感動を伝えるように努力する
17 聖書の特徴要素（神書、預言、正確、正当、王国、福音、終末、信頼、幸福）を伝える
18 情報を全て理解していただくよう詳しく説明するのではなく、むしろ自分で調べるよう励ます

3． 方法
1 休まず奉仕に参加しできるだけ大勢の人と会話する。ご近所の方との非公式の証言も楽しむ
2 最初から聖句メモや写真を持って、目からも良い知らせを知っていただくように工夫する
3 最初の訪問から、聖書からの幸福や喜びのヒントを得ていただくようにする
4 質問しても直ぐに答えを与える必要はなく、むしろ答えないことによって考えていただける
5 反応がなかったり断られたりしても、何か一つ良い知らせの土産を残していく（土産の一覧作成）
（例：では次に訪問した時に私たちが将来若返るという聖書の約束をお聞きになってください。）
6 聖書資料クリア・ブックも持ち歩いて、聖書を楽しんでいただくツール・ボックスとする（提供資料含む）
7 冒頭でエホバへの賛美や人々への愛が伝わる表現を含め訪問の目的（救い、幸福）を明確にする
8 冒頭でごく短い当たり前のことに関連した質問をする（人はなぜ死ぬ/嘘つき？人生はなぜ短い？）
9 聖書の内容を伝える前に、家の人に対する私たちの愛をはっきり示す（気遣い、救いの音信）

4． その他（備忘録）
1 定期的に自分の宣教を振り返り、本資料を改修していく（履歴も必ず残す）
2 宣教を通して仲間を励ます方法も模索する（奉仕の約束、再訪問や聖書レッスンに同行）
以上
